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１．ページレイアウト 

 

 A4用紙を用い、左右と上の余白を20mm、下の余白を25mmとしてください。和文は明朝体、英数字は

Times New Romanとし、10ptフォントで48文字×48行を基本とします。ページ数は4～8の偶数ページとしま

す。必ず偶数ページになるようご注意ください。 

 

(1) タイトル部分のレイアウトとフォント 

 1ページ目のみ、左上に「歴史都市防災論文集 Vol. 18（2024年7月）」、右上に【論文】もしくは【報

告】と書いてください。このファイルに上書きする場合、右上の【論文】【報告】のどちらかを消してくだ

さい。タイトルは論文集の名称の下に2行空け、センタリングします。以下次の順にタイトル部分の構成要

素を書いてください。 

 タイトル：ゴシック体 太字 16 pt  フォント 

   （1行のスペース） 

 英文タイトル：Times New Roman 12pt フォント 各単語の先頭文字のみ大文字（冠詞、接続詞、前置詞を

除く） 

   （1行のスペース） 

 著者名：明朝体 12 pt フォント 

 著者の英文表示：Times New Roman 12pt フォント 名・姓の順で、各単語の先頭文字のみ大文字 

   （1行のスペース） 
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 著者所属：明朝体 9 pt フォントおよび英文表記Times New Roman 9pt フォント 

 著者と所属とは肩付き数字で対応づけ、上記のように並べてください。ここまではセンタリングです。 

   （1行のスペース） 

 英文概要：Times New Roman 10pt フォント、6行以内。120ワード程度。左寄せ両端揃え。 

   （1行のスペース） 

 英文キーワード：Times New Romanイタリック 10pt フォント、3～4ワード。左寄せ両端揃え。Keywordsと

いう文字だけボールド（太字）で。 

   （2行のスペース） 

 キーワードの下に2行空けてから、本文を開始してください。 

 

(2) 本文部分のレイアウトとフォント 

 本文も1段組です。本文には明朝体 10 pt フォント（英数字はTimes New Roman）を用いてください。句読

点は「、」と「。」を使用してください。 

 

(3) フッタ 

 すべてのページの下辺中央にフッタ機能を使ってページを入れます。ページ番号は暫定的に論文表紙を第

１ページとして付けてください。 

 

２．見出し 

 

(1) 見出しのレベル 

 第1レベルの見出し（章）は11ptのゴシック体とし、２．などの全角数字とピリオドに続けて書きます。

また、見出しの上下にスペースを空けます。上を1行以上、下を１行空けてください。 

 

(2) 第2レベルの見出し 

 第2レベルの見出し（節）は10ptのゴシック体で、(4) などの括弧付き数字を付けます。見出しの上だけ

に１行程度のスペースを空けてください。 

a) 第3レベルの見出し 

 第3レベルの見出し（項）は10ptのゴシック体で、片括弧付きアルファベットを付け、上下には特にスペ

ースを空けません。第3レベルより下位の見出しはなるべく用いないでください。 

 

３．図表 

 

(1) 図表の位置 

 図表はそれらを最初に引用する文章と同じページに置くことを原則とします。図表と文章本体との間には

１～2行程度の空白を空けて区別を明確にしてください。 

 

 

  表1 表のキャプションは表の上に置く 

 

要素    高さ h (m)    幅 w(m) 
1     1.45      0.25 
2     1.75      0.40 
3     1.90      0.65 

 

 

 

 図 1 図のキャプションは図の下に置く 
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(2) 図表中の文字およびキャプション 

 図表中の文字や数式の大きさが小さくなり過ぎないように注意してください。特にキャプションの大きさ 

（9pt）より小さくならないようにしてください。 

 

(3) カラー 

 図はカラーを使っていただいて結構です。ただし、印刷の都合上、色が多少変わる場合がありますのでご

注意ください。 

 

４．数式および数学記号 

 

 数式や数学記号は次の式 (1) のように本文と独立している場合でも、(x)のように文章の中に出てくる場

合でも、同じ数式用のフォントを用いて作成します。数式はセンタリングし、式番号は括弧書きで右詰めに

します。 

 
0

sin
t

y xdx    (1) 

 

５．英文で書く場合 

 

 論文を英文で書く場合には、和文タイトル、著者名および所属の和文表記は省略していただいて結構です。

使用フォントは、ゴシック体と書かれている部分をArialに、明朝体と書かれている部分をTimes New Roman

にしてください。詳しくは、英文用テンプレートをご覧ください。 

 

６．参考文献の引用とリスト 

 

 参考文献は出現順に番号を振り、その引用箇所でこのように1)上付き右括弧付き数字で指示します。参考

文献はそのすべてを原稿の末尾にまとめてリスト（文字の大きさは9pt）として示し、脚注にはしないでく

ださい。 

 

謝辞：「謝辞」は「結論」の後に置いてください。見出しとコロンをゴシック体の太字で書き、その直後か

ら文章を書き出してください。 
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